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静岡に於る雲量の日々変化の平均について

4年押山靖久

ム目的

実生活主望書量削工、非常に関係出深い払婁1量払毎日どの様E変化しているれ援は宰都に

よるこり壇。密化は、どの嫌うだろうかと去50蕗には余り裸く考えたζ とがない。そこで本は、

揚岡市の各月旬日々j!\;化。平均を知りこれから生ずる種々の関係を知ろうと云~<oが目的である。

2、資軒

静鮒市の胡織尉から唱和 15年から 24年造の鍵設費を利用さぜて頂Lポ己。

、

3.調:t:極闘

I 整:ttUY日A変化。平均

E 平均製法

E 各月の日々変化平均の輔唱偏重量

1V 快晴日散と露天国紙

V 雲敢に対する各用日経化平均の比仁淀化事〉

冒 氏暗回数と曇天日散の比

以上の値目の相互蛸係を鍬ざτみるι)1>>U<o日々変化の平均時第一衰の傑になる。己申表から

十『月出最高値を示t....最低i直は六月であることがわかる。

又副季剖巴みると、第三菱丹ようになり、秋は事よりも慣が少し小きい臥夏の1直が小さいため

に理事よりも日々変化治改きいようにも感じられるかも知れない。第三表で蜜宏司且制をみると六

且出最高で一月出最低である。第一安と第三衰をー轄にした第一図をみると、平均値を境ひと L

て反対の型のグラアになる。従ってその且の饗費出事いほど望書;I:t<o変Att主比較的に安定していて、

少いほど不安定であると去える。こ白書臨は第二図の変化串0月別と平均察舟の月別世比べた町を

みるとよく解る。即ち雲1計士、六月治場高なのに密化率〈日々変化の月平均を月平均寝食で徐し

たもの〉は般低、瓦宴かは一月が最低なのに迩化串は最高である。

年平均快晴回融と曇天日数の比はJ鏡ね l対2である。しかu¥!j量2.5から 7.5迄の府日は一

年闘に 140日あるから晴固と曇天日の比は 11対 7である。第白書11<0快晴回数と第五表。曇天
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回数は正反対町関係にあることがわかる。又快晴回数と曇天日i般の比を第六表でみると六‘七月

が高〈十二一月出低い1直を示す。

日々袋化平均〈第一褒〉と快晴目散と.天目敏との比(第六表〉をみると快晴目散と曇天日t肢

との比が極端に;xきいれ小さいと日々変化平瑚直出小さし此:;:o;lに近いほど日A変化平均出

大きい事がわかる。己申理由は極端に快晴日i散を曇天回数が*~、鮪tその且は、曇天日出快晴

日に比べて非常に齢、事を示し、又且::.ñ~小さい賄工そりjj)世である。絵ってこの様なRは六.七

且0曇天目白多いß~'. -s(1)様に快晴日。多い用であるから、平角M:I酎1.1)、きくなるりであゐ

又比が1に返し、と云5事は、そり月広於て快晴日散と曇天日散の輩出，j、さいと云5事に危る。‘と

れに当る月はIIY月、十一月であって、と回線な且は常に訣暗日になった担曇天日になったりを雌

返す己とになるo'徐って蜜放の日A 変化平均治坑きくなるのである。この関係を表したのが第三

図である。

第七量四組事偏差をみると、幽用出最高で十一月出最低である。このこと叫凪月、す.，-sは共

に雲量り日々後化の平均は大きL哨ι 望書量の日々~化の平均四づれは山月白方出十一月よりも、

はるかに;xきい事を草している。 ~nち、十一月の加工毎年の日々変化，-j<均は 3.4附近で安定して

いるが、四且の方は毎年3.3からひどくづれる事を"J;t。

4.輯論

1. 4'lf$.I止の割に変化串は大きし梅雨時事主鍵最の倒防J、さ川 、

2. 日々変化の且平均は十一月出最大であるからì!I1~易い秋田空であるといえる。

3 穴 s(1)日々変化の平均1直112.0で最も小さ〈平均雲量出最大町8.1で、かつ変化串も動J、で

ある治、ら毎日天気自跡、回戦くことになる。

4 変化串と平均望書1まとは、正反対の関係にある。

5. a..変化町議しい十一周と幽周目輔単偏差を民γくると、四R出最高千十一Rが最低であるか

ら四郎主年A日A迩化平均出十一月よりも著し〈違う。

6. 11量出年平均よりも多い月ほど露赴り語~{tl1且草壁的安定している。又反対に年平均よりも少

しほど不安定-c:ある。

7 快晴日数と曇天回数。比が1に近いほど日ぇ率化平均出事い事daっかる。

終りに.当研究諭文作製に当り色々御教示御指導下さった、佐..意先生に深〈感卸するしだい

です。
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第三図
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第 表

月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年坪拘

日A変化。平均 2.7 3.1 3.1 3.3 2.7 2.0 2.1 2.5 2.5 2.9 3.4 3.3 2.8 

第 表

容

3.0 

4 

3.0 

秋

2.9 

夏

23 内制
第 < 表

饗 一
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年平均

一平均 3.2 4.4 5.9 5.7 7.2 8.1 7.7 6.5 7.3 6.2 5.4 4.0 6.0 

第 山 表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年合計

日
数 14Jl9♂6.f 6B

a 
3
a 
1.1' II 4.P 1/51 8.1 a 12.1日75.1日

第 五 表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年合計

2.lfl 6Ifl12.f 11.1101 17.[120." 1ff3 12.f 16日128日101'5.2日 145TI

'第 ノ、 表

G快晴天日数と
用 1 2 3 4 5 6 

の比日数 0.18 0.67 194 1.63 5.70 12.30 

天快師;;胞、pの¥数比¥ιf金~月、

1 2 3 4 

0.4 1 0.53 

8 9 10 11 12 

3.02 10.00 2.29 1.31 0.43 4.54 

第

5 6 

0.27 0.44 

七

7 

0.37 

表

8 9 10 

0.40 0.33 0.50 

7 

15.00 

• 

11 12等坪均

0.2 0 0.34 0.41 


